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中
国
語
講
座
訪
問
記
③ 

真
田
紀
子 

 

３
月
２
日
、
月
曜
日
午
後
８
時
ご

ろ
、
大
元
公
民
館
の
上
級
ク
ラ
ス
の

授
業
を
見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

講
師
は
陳
新
妍
老
師
で
す
。 

 

受
講
生
は
二
人
で
し
た
。
何
と
お

二
人
と
も
男
性
で
す
。 

 

ご
挨
拶
の
後
、
通
常
通
り
に
授
業

を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
中

友
好
新
聞
の
宣
伝
紙
を
お
渡
し
し

た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
身
に
つ
い
て
会
話

が
さ
れ
た
の
で
す
が
、
全
て
中
国
語

で
す
。
内
山
完
造
と
い
う
言
葉
が
出

た
の
で
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

テ
キ
ス
ト
は
「
中
级
汉
语
口
语
」
北

京
大
学
出
版
社
で
し
た
。
す
で
に
販

売
さ
れ
て
い
な
い
版
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
「
こ
と
わ
ざ
」
の
続
き
と
い
う
こ

と
で
す
。 

 

「给
人
带
来
麻
烦
」？
？ 

 

「
嚼
口
香
糖
」
・
・
・
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム

を
か
む 

 

「程
度
不
是
很
严
重
」？
？ 

 

ま
る
で
、
“
听
不
懂
”
“
很
难
理
解
”

で
す
。
さ
す
が
に
上
級
ク
ラ
ス
と
感

心
し
ま
し
た
。
授
業
中
だ
け
で
も
全

て
中
国
語
だ
け
で
す
す
め
る
と
、
上

達
す
る
の
も
早
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。 

 

熱
心
に
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
８
時
半
に
な
っ
て
も
一
向
に
終

り
ま
せ
ん
。
終
っ
た
の
は
何
と
８
時

５０
分
を
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
も

こ
ん
な
に
遅
く
ま
で
や
ら
れ
る
の
で

す
か
と
、
訊
ね
て
み
ま
し
た
ら
、
始

ま
る
の
が
遅
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

な
ん
と
い
う
師
か
、
弟
子
か
。 

 

そ
れ
か
ら
三
十
年
後
、
北
京
寓
居

の
部
屋
を
の
ぞ
く
。
写
真
は
あ
っ
た
。 

 
 

 
Ⅲ

 

 

そ
れ
に
つ
け
、
教
え
て
い
た
だ
い
た

内
田
先
生
が
思
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ

の
高
校
卒
業
と
同
時
に
大
学
へ
移
ら

れ
、
や
が
て
早
逝
さ
れ
る
。
４２
歳
。

後
、
遺
稿
集
を
い
た
だ
く
。
遺
影
が

あ
る
。
わ
た
し
も
、
「
疲
れ
、
倦
み
、

楽
を
し
た
い
と
思
う
と
き
」
（
拙
訳
、

藤
野
先
生
）
、
集
を
手
に
し
、
影
を

見
る
。
ま
あ
、
ぼ
と
ぼ
と
や
り
ま
す

か
と
机
に
向
か
う
。 

 
 

 
Ⅳ

 

 

上
海
の
魯
迅
記
念
館
２
階
に
、
内

山
書
店
の
一
角
が
再
現
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
が
魯
迅
の
座
っ
た
と
こ
ろ
だ

と
教
え
ら
れ
た
。
写
真
は
内
山
の

『
そ
ん
へ
え
・
お
お
へ
え
－
上
海
生
活

三
十
五
年
―
』
（
岩
波
新
書 

昭
和

24
年
９
月
）
の
扉
の
裏
の
署
名
で
あ

る
。
古
本
屋
で
手
に
入
れ
た
も
の
に

あ
っ
た
。
伸
び
や
か
な
文
字
が
よ
い
。 

 

和
平
は
完
造
の
弟
。 

 

内
山
完
造
は
井
原
市
出
身
の
わ
が

日
中
友
好
協
会
初
代
理
事
長
。
今

年
が
没
後
５０
年
。
本
の
冒
頭
に
上

海
内
山
書
店
の
項
が
あ
る
。
紹
介
す

る
。
（続
く
） 

 

 
 

 
Ⅰ

 
 

倉
敷
支
部
は
２
月
１４
日
、
魯
迅

を
読
む
会
を
開
い
た
。
参
加
者
は
５

人
。
「
阿
Ｑ
正
伝
」
第
４
５
６
章
を
読

ん
だ
。
種
々
の
挿
話
で
阿
Ｑ
の
世
界

が
描
か
れ
て
い
る
。 

 
 

 
Ⅱ

 

 

魯
迅
を
読
む
と
、
高
校
時
代
を
思

い
出
す
。
「藤
野
先
生
」を
授
業
で
習

っ
た
。
末
尾
が
忘
れ
難
い
。
北
京
の

部
屋
の
東
壁
に
か
か
る
先
生
の
写
真

を
見
て
勇
気
を
ふ
る
い
ペ
ン
を
持
つ
。

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
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授
業
は
テ
キ
ス
ト
を

受
講
生
が
読
ん
だ
後

そ
の
意
味
に
つ
い
て
、

老
師
が
中
国
語
で
説

明
を
さ
れ
、
受
講
生
が

中
国
語
で
質
問
を
す

る
。
ま
た
、
老
師
が
中

国
語
で
説
明
を
加
え

る
と
い
う
形
で
ど
ん
ど

ん
進
み
ま
す
。
説
明
に

加
え
て
老
師
が
板
書

さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
け
、

私
に
も
書
き
取
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

 

「
他
不
是
省
油
的

灯
」
・
・
・
省
油
灯
（
手
間

が
か
か
ら
な
い
お
と
な

し
い
人
物
） 

岡山空襲平和資料館・賛同署名 
2月１８日署名 15枚と 5000 円提出（日中・岡山支部） 

 

御礼 

皆様には、「市立岡山空襲平和資料館（仮称）の開設を

求める」賛同署名にご協力頂きましてありがとうございまし

た。あらためてお礼申し上げます。2 月 24 日に、岡山市に

対し「要請書」と署名 二万三千七十五人分（第 1 次）を提

出いたしました。また、3 月 2 日、岡山市議会に、同趣旨の

陳情書を提出いたしました。今後の岡山市と市議会にご注

目ください。引き続き署名活動も継続し、順次、岡山市に提

出いたしますので、今後ともご支援をいただきますようお願

い申し上げます。 

2009年 3月 

 

岡山市春日町 5－6（岡山市勤労者福祉センター） 

岡山空襲平和資料館内 

市立岡山空襲平和資料館（仮称）の開設を求める会 

魯
迅
と
内
山
完
造
（１
）  

日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部
支
部
長 

大
森
久
雄 

 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部 

文
化
講
座 

講
演 

「い
ま
の
中
国
を
ど
う
見
る
か
」 

─

映
画
・漫
画
を
通
し
て─

 

講
師
：石
子 

順
さ
ん 

日
時
：５
月
１６
日
（土
） 

午
後
２
時~

４
時 

場
所
：
県
立
図
書
館
２
階 

多
目
的
ホ
ー
ル 

参
加
費
：５
０
０
円 

主
催
： 日

中
友
好
協
会
岡
山
支
部 

共
催
： 岡

山
県
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
連
帯
委
員
会 

 石
子
順
さ
ん
は
日
中
友
好
協
会

の
副
会
長
で
映
画
・
漫
画
の
評
論
家

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

日
中
友
好
新
聞
で
は
「中
国
映
画

〈
明
星
〉
物
語
」
を
連
載
さ
れ
て
い
ま

す
。 チ

ケ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
も
で
き
ま
し

た
。
ぜ
ひ
大
勢
の
方
を
誘
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 



 

内
山
さ
ん
は
、
そ
の
晩
佐
藤
先
生
宅

に
寄
っ
た
私
た
ち
に
も
、
気
軽
に
色

紙
を
書
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
硯

と
筆
を
渡
す
と
、
自
分
で
墨
を
す
っ

て
さ
ら
さ
ら
と
書
を
し
た
た
め
ら
れ

ま
し
た
。
ほ
か
の
方
が
ど
ん
な
色
紙

を
貰
わ
れ
た
か
覚
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
私
が
い
た
だ
い
た
色
紙
に
は
、 

横
眉
冷
対
千
夫
指 

俯
首
甘
為
孺

子
牛 

と
書
か
れ
、
末
尾
に 

鄔 

其
山 

と
署
名
が
あ
り
ま
し
た
。
色

紙
の
裏
面
に
は
、
「
魯
迅
精
神 

一

九
五
七
・
三
・
一 

内
山
完
造 

於 

水
島
」
と
日
付
が
あ
り
ま
す
。
内
山

さ
ん
は
質
問
に
答
え
て
「
こ
れ
は
魯

迅
の
詩
で
、
多
く
の
も
の
が
私
を
非

難
し
て
い
る
が
じ
っ
と
我
慢
し
、
私
は

子
供
に
ひ
か
れ
る
牛
の
よ
う
に
、
民

衆
の
声
に
じ
っ
と
耳
を
傾
け
る
の
み

で
あ
る
。
と
い
う
意
味
で
す
」
と
答

え
ら
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

こ
の
詩
が
好
き
だ
と
も
言
わ
れ
ま
し

た
。
内
山
さ
ん
は
中
国
の
作
家
魯
迅

と
の
付
き
合
い
、
親
交
が
な
が
く
、

命
が
け
で
国
民
党
政
府
の
官
憲
か

ら
魯
迅
を
か
く
ま
っ
た
こ
と
で
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
後
日
、
上
海

の
魯
迅
館
を
訪
れ
た
と
き
、
そ
こ
に

魯
迅
の
詩
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

つ
づ
く 

内
山
完
造
さ
ん
の
こ
と 

そ
の
３ 

 

─
没
後
５０
周
年
に
寄
せ
て─

 
日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部
理
事
長 

栗
本
泰
治 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

３
月
２３
日
（月
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

稲葉 

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

太極拳 1日無料講習会 
 

太極拳は、中国拳法の型を緩やかに、美

しく演じる独特の拳法体操です。 

年齢や、性別に関係なく誰でも楽しめま

す。 

心身の疲労を解消し、美容と健康に優れ

た効果があると言われています。 

この機会に、あなたも体験してみません

か？ 

 

と き；４月１５日（水） 

午後６時～８時  

会 場；さんかく岡山（会議室） 
 

募集人員：１０名程度 必ず下記へご連

絡ください。 

所在地；岡山市表町三丁目１４－１－２０１            

      アークスクエア表町２階 

服 装；体操着等の動きやすいもの・運動 

  靴 

主 催；日本中国友好協会岡山支部 
 

お問い合わせ； 

電話（０８６）９４２－７５０８（岡田） 

       ０９０－３６３３－５７１４（青木） 

＊さんかく岡山へのお問い合わせは、ご

遠慮ください。 

「中国残留日本人孤児」を取材 

─兵庫県の写真家と毎日新聞記者─ 

３
月
７
日
、
兵
庫
県
か
ら
写
真
家
の
宗

景
さ
ん
と
毎
日
新
聞
の
記
者
樋
口
さ
ん

が
岡
山
の
「
中
国
残
留
日
本
人
孤
児
」

（以
下
孤
児
）の
取
材
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
大
森
副
団
長
の
自
宅
で
午

後
は
、
長
岡
県
営
住
宅
の
中
央
集
会
所

で
高
杉
団
長
、
高
見
事
務
局
長
を
そ
れ

ぞ
れ
約
２
時
間
聞
き
取
り
と
写
真
撮
影

を
し
ま
し
た
。
通
訳
は
、
日
中
岡
山
の
中

国
語
講
座
の
講
師
、
南
蓮
さ
ん
と
烏
籣

さ
ん
が
担
当
し
ま
し
た
。 

こ
の
取
材
で
撮
影
し
た
写
真
は
、
４
月

２０
日
か
ら
２２
日
に
か
け
て
岡
山
市
役
所

１
階
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
る
「孤
児
」写
真

展
で
展
示
す
る
予
定
で
す
。
宗
景
さ
ん

と
樋
口
さ
ん
は
、
共
同
で
兵
庫
、
大
阪
、

京
都
の
な
ど
の
「
孤
児
」
を
取
材
し
「
私
た

ち
、
『
何
じ
ん
』
で
す
か
？
」
と
題
す
る
本

を
出
版
し
て
い
ま
す
。
こ
の
本
は
「中
国
残

留
孤
児
」
た
ち
は
、
い
ま
・
・
・
・
・
の
副
題
の

通
り
、
改
正
支
援
法
の
も
と
で
も
高
齢

化
す
る
受
難
の
人
た
ち
の
「
現
在
」
を
伝

え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
手
に
取
っ
て
読

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

小
林
軍
治 

五
歳
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
解
決
が
望
ま
れ
ま
す
。

岡
山
で
も
五
月
の
山
場
に
首
相
に

政
治
判
断
を
迫
る
、
全
国
統
一
宣

伝
行
動
に
参
加
し
、
広
く
県
民
に

訴
え
る
予
定
で
す
。 

 

川
中
さ
ん
は
、
こ
の
訴
訟
は
「
認
定

だ
け
を
求
め
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
再
び
広
島･

長
崎
の
悲
劇
を

繰
り
返
さ
な
い
た
め
で
す
。
そ
の
た

め
に
私
は
『
語
り
部
』
と
し
て
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、

提
訴
し
ま
し
た
。
」と
話
し
ま
し
た
。 

「
活
か
せ
！
九
条
、
県
民
の
つ
ど
い
」

（仮
称
）実
行
委
員
会
結
成
総
会
の 

ご
案
内 

☆
日
時
：
09
年
３
月
29
日
（日
） 

 
 

 

10
：
30
か
ら
12
：
00 

☆
会
場
：岡
山
市
岡
西
公
民
館 

(

岡
山
市
下
伊
福
西
町
１
―
48 

（０
８
６
―
２
５
３
―
７
５
８
１) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

民
主
会
館
北
側
（駐
車
場
あ
り
） 

☆
次 

第
・開 

会 

経
過
報
告 

・イ
ベ
ン
ト
内
容 

９
月
19
日
（土
） 

１３
：
30
～
17
：
00 

於
岡
山
市
民
会
館 

講
演
：
藤
本
義
一
氏
（
作
家
） 

 
 

 

小
森
陽
一
氏 

（
東
大
教
授
：
九
条
の
会
事
務
局
長
） 

音
楽
：
き
た
が
わ
て
つ
氏
（
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
歌
手
） 

☆
協 

議 

・名
称
決
定
―
結
成
確
認 

・
会
の
き
ま
り
：
目
的
・
運
営
・
役
員･

会
計
な
ど
（
案

は
当
日
配
布
） 

・役
員
選
出
ほ
か
・今
後
の
行
動
な
ど 

「
原
爆
症
認
定
訴
訟
」
の
第
十
回
公
判
を
傍
聴 

二
月
二
十
四
日
、
岡
山
地
裁
（近

下
秀
明
裁
判
長
）
で
、
午
前
中
に

「
原
爆
症
認
定
訴
訟
」
の
第
十
回
公

判
を
傍
聴
し
、
午
後
か
ら
「
岡
山
自

衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵
差
止
第
三
次
訴

訟
」の
判
決
を
き
い
た
。 

 

川
中
優
子
さ
ん
の
原
爆
症
訴
訟

は
、
提
訴
以
来
三
年
が
経
過
し
、
今

年
は
本
人
尋
問
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
全
国
的
に
は
、
五
月
二
十
八

日
の
東
京
高
裁
の
判
決
が
「
政
治
決

着
の
時
期
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

被
爆
者
原
告
の
平
均
年
齢
が
七
十

 

日
中
不
再
戦
と
平
和
擁
護
を
目

的
・
活
動
に
掲
げ
る
日
中
友
好
協

会
と
し
て
は
、
こ
の
訴
訟
を
自
分
達

の
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

※
イ
ラ
ク
訴
訟
の
判
決
に
つ
い
て

は
、
後
日
報
告
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

小
林
軍
治 

 
左から大森さん、宗景さん、南蓮さん、樋口さん 


